
１．研究の概要
感染症はいまだ発展途上国で新生児の死因の大きな要
因である。このような状況にさらに拍車をかける事態として、
抗菌剤が効かない薬剤耐性菌の世界的な蔓延があげられ
る。本研究では、薬剤耐性菌感染症を克服するための新し
いワクチン開発に向けた基礎研究を推進する。

２．研究の目的
カルバペネムは抗菌剤の最後の砦として細菌感染症治療に用いられている。この薬剤を分解・不活性
化するメタロβラクタマーゼをコードする遺伝子を持つ細菌が広がりつつあり、薬剤耐性の拡大が懸念
されている。本研究では、メタロβラクタマーゼ酵素に対するワクチンを用いて抗体を誘導することにより、
その酵素活性を阻害し、さらにカルバペネムの抗菌作用が回復できることを検証する。
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